
 

 

 

令和６年度第２回川崎市社会教育委員会議 定例会 

 

日 時  令和６年７月３１日（水） 

１８：３０～２０：３０ 

場 所  高津市民館 大会議室 

 

次 第 

 

１ 開会（18：30～18：35）  

２ 協議事項 

------ 以下の協議事項は非公開 ------ 

 

  （１）令和６年度市民自主学級・市民自主企画事業追加提案の実施について 

（18：35～18：50） 

 

------ 以下の協議・報告事項は公開 ------ 

 

  （２）次期教育プラン策定に関する意見聴取について（18：50～19：20） 

 

３ 報告事項 

 （１）市立学校を通したイベント広報の見直しについて（19：20～19：40） 

 

（２）令和６年度指定都市社会教育主管課長会議及び社会教育委員 

連絡協議会の報告について（19：40～19：50） 

 

（３）川崎市市民館条例の一部を改正する条例の制定について 

川崎市川崎市民館・労働会館条例の制定について（19：50～20：10） 

 

（４）専門部会報告（20：10～20：20） 

 

 

 

 

 

【資料１－１】 

【資料１－２】 

 

 

 

【資料２】 

 

 

【資料３】 

 

 

 

 

【資料４】 

 

 

【資料５】 

４ その他（20：20～20：25） 

 

５  閉会（20：25～20：30） 

 

 

 

※（ ）内は質疑応答を含む想定時間 

 

 



次期かわさき教育プラン策定
に関する意見聴取について

令和６年７月３１日

1

1

資料２



１ かわさき教育プランとは

 教育委員会の取組内容を記載した行政の
計画

 本市の約10年間の教育がめざすものを当
事者間で共有し、連携・協力の下に取組を
推進するための指針となるもの

「かわさき教育プラン第３期実施計画」第１章１（１）教育プラン策定の趣旨より
2
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１ かわさき教育プランとは

 「教育基本法」(第17条第２項）に定める
教育振興基本計画に位置づける。

 「教育大綱※」を兼ねる。

 本市総合計画をはじめ、関連する本
市の各行政計画との整合を図る。

3

※教育大綱とは（地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３）
地方公共団体の長が、教育委員と総合教育会議で協議し、地域の実情に応じた教育、

学術、文化の振興に関する総合的な施策について、その目標や施策の根本となる方針
などを定めたもの。
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１ かわさき教育プランとは

 対象期間
平成２７年度から概ね１０年間

 対象分野
学校教育と社会教育

・教育委員会が所管する市立の小・中・高・特別支援学校での学校教育
・幼児から高齢者までにわたる社会教育

4
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２ かわさき教育プランの全体像

5

概ね４年ごとに
見直し

概ね10年間の対象期間全体を
通じて実現をめざすもの

 ４つの階層で構成
・概ね１０年間の基本理念・基本目標
・概ね４年ごとの実施計画
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３ 次期かわさき教育プランの策定

 令和８年度に向けて、次期プランを
策定する。

 市の総合計画等と整合を図りながら
策定していく。

6

次期
プラン

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8〜

総合計画 総合計画 総合計画
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議 会

教育委員会

提案

教育プラン策定推進本部
本部長︓教育長

教育プラン 局内WG会

教育改革推進会議

主な役割︓教育プランの企画・
立案に意見を述べること

庁内会議

かわさき教育プラン策定

議決

→報告
←意見

7

主な役割︓教育プランの企画・立案

市 長

協働

付議

→

報
告

←

意
見

→

報
告

←

意
見

３ 次期かわさき教育プランの策定

7



３ 次期かわさき教育プランの策定

 令和８年度に向けて

8

主に令和６年度に課題整理
主に令和７年度に検討

主に令和６年度に検討
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３ 次期かわさき教育プランの策定

 かわさき教育プランは、すべての市民が対象
となる計画であるため、学校・家庭・地域等が
「みんなで作り上げたプラン」となるよう、幅
広く市民から意見を聞きながら策定を進める。
・子ども、保護者、教員、地域など

9

 対面での意見聴取を実施するほか、GIGA端末
を使ったアンケートや、無作為抽出による市民
アンケートを実施する。
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３ 次期かわさき教育プランの策定

10

ご意見をいただきながら検討

（参考）
意見聴取
社会教育委員会議、PTA、学校、
子ども会議、地域教育会議

アンケート
児童生徒、保護者、教員、市民など

 令和８年度に向けて
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５ 次回定例会の際にお願いしたいこと

 次の10年間に川崎がどのような教育を目指す
のか（基本理念・基本目標）の検討の参考とな
るご意見を第３回定例会の際にいただきたい。

【参考】第２次かわさき教育プラン
基本理念
「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送る
ための礎を築く」
基本目標
「自主・自立」「共生・協働」

11
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６ 意見をいただく前に

〇現在のかわさき教育プランの「基本理念」
夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く

市民と手を携えながら、新しい川崎の未来と、そこでいきいきと活
動する市民を育てていくため、基本理念を掲げる。

12

◎社会が激しく変化する時代
⇒ 将来、多くの課題が存在
・少子高齢・人口減少社会
・グローバル化・情報化の進展
・不安定な雇用状況
・社会の活力の低下への対応など

◎本市でも多くの課題に直面
・都市インフラの老朽化
・社会保障関連経費の増大
・今後到来する人口減少への対応など

◎どのような社会においても願うこと
夢や希望を抱き、自ら学び、自ら考え、

主体的に判断・行動しながら、いきいきと
躍動する市民の姿
市民一人ひとりがお互いを尊重し、支え

合い、高め合いながら共に生きる社会の姿

◎教育の役割は、そのような市民を育て、
社会をつくること
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６ 意見をいただく前に

〇現在のかわさき教育プランの「基本目標」
変化が激しい社会においても、誰もが夢や希望を抱き充実した人生を送る

社会を持続的に発展させていく

13

変化の激しい社会の中で、誰もが多様な個性、
能力を伸ばし、充実した人生を主体的に切り拓
いていくことができるよう、将来に向けた社会
的自立に必要な能力・態度を培うこと

個人や社会の多様性を尊重し、それぞれの強
みを生かし、ともに支え、高め合える社会をめ
ざし、共生・協働の精神を育むこと

●自立した個人が、多様な価値観を認め合い、
互いに支え合い、高め合う精神を持ち、生きが
いのある社会を協働してつくりだしていくこと

●生涯にわたって学び続け、自立した個人とし
て生きていく力を一人ひとりが身につけること

「自主・自立」 「共生・協働」

大切なこと
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６ 意見をいただく前に

〇これからの社会

子どもたちがこれから生きていくのは

将来の予測が困難な時代

⇒「VUCA」の時代（変動性・不確実性・複雑性・曖昧性）

14
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６ 意見をいただく前に

〇社会の課題

⇒危機に対応する強靭さを備えた社会の構築

少子化・
人口減少
高齢化

大規模災害
の発生

日本の
国際的な

地位の低下
グローバル
化の進展

15

子どもの
貧困

格差の固定
化と再生産 地域間格差

社会の
つながりの

希薄化

地球規模の課題（温暖化、国際情勢の不安定化、新型コロナ等）
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〇学校・教育を取り巻く状況

地域の多様な人材
高齢者、成人、学生、保護者

地域教育会議、PTA、NPO、民間企業、団体・機関

６ 意見をいただく前に

児童生徒数の減少 子どもの規範意識
の低下

学校が抱える課題の
複雑化・困難化

16

「社会に開かれた教育課程」

地域の人的・物的資源を活用したり、
社会教育との連携を図ったりし、
学校教育を学校内に閉じずに、
社会と共有・連携しながら実現させる

学校を核とした地域づくり

地域による学校の「支援」から、
地域と学校のパートナーシップに
基づく双方向の「連携・協働」へと
発展させていくこと
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〇新たな社会像

17

SDGｓ

持続可能な社会
の維持・発展

多様性
共生社会

社会的包摂

ウェルビーイング
心身ともに満たされた状態
をめざす。
（精神的豊かさの重視）

Society 5.0

狩猟・農耕・工業・情報に
続く「新たな社会」

サイバー空間とフィジカル空間を
高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両
立する人間中心の社会

DXの進展 生成AI、ビッグデータ、IOT

６ 意見をいただく前に
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６ 意見をいただく前に

〇近年の文部科学省の動き

 学習指導要領（H29改訂）
・従来の「学習内容（何を学ぶか）」から、
「資質・能力（何ができるようになるか）」に重きを置く学びへの転換
⇒「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善

 中教審「令和の日本型教育改革の構築を目指して」（R3）
・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実

18
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６ 意見をいただく前に

〇近年の文部科学省の動き（R５）

 「教育振興基本計画」
・二つのコンセプト

 中教審「義務教育の在り方ワーキンググループ中間まとめ」
・一人一人の「良さを徹底的に伸ばす」ことに対応できる学校教育の実現
・ICTを効果的に活用しつつ、学びの主導権を適切に委ねることにより、
子供たちが自らの学びを「自分事」として捉え、自発的に他者と関わりな
がら学びを深めていく学習活動を展開

19

2040年以降の社会を見据えた
持続可能な社会の創り手の育成

日本社会に根差した
ウェルビーイングの向上

19
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６ 意見をいただく前に

〇近年の文部科学省の動き（R６.７月）
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７ 意見聴取テーマ

（例）・生涯にわたって能動的に学び続けること
・地域の住民自身が主体的に教え、学び合う当事者
となるような活動

※社会の状況の変化などを踏まえ、現在の基本理念・基本目標に対す
る修正案や、具体的な文言ではなく、さまざまな観点から将来像に
対する幅広い意見をいただきたい。

21

◎テーマ

「人生１００年時代」において、あなたは、学
校以外でどのように学び、活動していくことが
必要だと思いますか。
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参考１（教員）

22

◎テーマ
「本市の今後の教育で大切にしたいこと」

22



参考２（小学生）

23

◎テーマ
「自分のこれからの人生や将来を考えたとき、どのような大人になりたいか。
そのためには、どんな力が必要か。」

23



４ 今後の進め方

第２回定例会（本日）
 意見聴取のご説明、質疑応答

第３回定例会
 テーマに沿った意見聴取
※社会教育委員会議として意見をまとめる必要
はありません。

24
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日にち 報告書 日にち 報告書 日にち 報告書 日にち 報告書

1 教育文化会館 6月16日 〇 9月14日 〇 12月19日 〇 2月18日 〇

2 幸市民館 6月29日 〇 9月25日 〇 12月11日 〇 2月18日 〇

3 中原市民館 6月23日 〇 8月1日 〇 12月15日 〇 2月17日 〇

4 高津市民館 6月23日 〇 10月17日 〇 12月5日 〇 2月24日 〇

5 宮前市民館 7月14日 〇 9月20日 〇 12月6日 〇 2月18日 〇

6 多摩市民館 7月24日 〇 9月26日 〇 12月12日 〇 2月18日 〇

7 麻生市民館 5月17日 〇 8月2日 〇 10月11日 〇 2月17日 〇

8 有馬・野川生涯学習支援施設 8月10日 〇 11月6日 〇 3月5日 〇

9 図書館 6月14日 〇 10月25日 〇 12月22日 〇 2月26日 〇

10 日本民家園 5月28日 〇 7月22日 〇 12月10日 〇 3月24日 〇

11 青少年科学館 6月28日 〇 11月10日 〇
12/1〜12/23
のうち4日間

〇 3月14日 〇

12 青少年教育施設 11月24日 〇 2月7日 〇

○・・・提出済

令和５年度川崎市社会教育委員会議専門部会 実施状況

専門部会
第１回 第２回 第３回 第４回
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専門部会審議報告書  

 

 

部 会 名 第３回 川崎市社会教育委員会議 幸市民館専門部会 

開催日時 令和５年１２月１１日（水） 午後２時～午後４時 

場  所 幸市民館第１会議室 

出 席 者 

 

＜委員＞浦山委員、大塚委員、片岡委員、柴田委員、夏井委員、梅原委員、

松井委員（欠席：小泉委員） 

＜事務局＞加藤幸市民館長、鈴木日吉分館長、松本社会教育振興係長、松下

管理担当係長 

議事項目 (1) 摘録の確認について 

(2) 管理運営実施状況等について 

(3) 社会教育振興事業について 

ア 幸市民館社会教育振興事業 

イ 日吉分館社会教育振興事業 

(4) 調査・審議事項について 

(5) その他 

決定・確認事項 

(1）～(3)の項目について 

事務局等から報告を行い、各委員から質問や意見がなされた。 

(4)調査・審議事項について 

今期審議のテーマ及び方向性の設定などについて意見交換がなされ、テーマを決定した。 

主な意見 

(3)社会教育振興事業について 

・対面が一番ではあるが、少しでも参加しやすいよう Zoom 併用も今後の講座であると良い。 

・連続講座は参加者にはハードルが高く、参加人数に余裕がある時は、関心のある回だけの

参加もというのもあり。連続講座の良さもあるので柔軟な対応が必要。 

・コロナ禍が落ち着いてきてはいるが、自粛している間に社会活動への参加習慣が失われて

いる人もいる。若い世代の参加もまだ全体的に少なく今後の課題である。 

(4)調査・審議事項について 

・事務局や委員から本日出た修正点を報告書に反映する。年内には情報共有するので再度

確認して修正点があれば連絡。修正がなければ最終版とする。 

 

                その他 

傍聴者：なし 
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専門部会審議報告書  

 

 

部 会 名 第４回 川崎市社会教育委員会議 幸市民館専門部会 

開催日時 令和６年２月１８日（日） 午後１時～午後４時 

場  所 幸市民館第１会議室 

出 席 者 

 

＜委員＞浦山委員、大塚委員、片岡委員、柴田委員、夏井委員、梅原委員、 

松井委員（欠席：小泉委員） 

＜事務局＞加藤幸市民館長、鈴木日吉分館長、松本社会教育振興係長、 

     松下管理担当係長 

議事項目 (1) 市民自主学級・市民自主企画事業 企画提案会・選考会について 

(2) 摘録の確認について 

(3) 管理運営実施状況等について 

(4) 社会教育振興事業について 

ア 幸市民館社会教育振興事業 イ 日吉分館社会教育振興事業 

(5) 調査・審議事項について 

決定・確認事項 

(1)提案 2団体によるプレゼンの後、委員からの質疑応答、採点を実施。終了後、意見交換がな

された。 

(2)～(4)の項目について 

事務局等から報告を行い、各委員から質問や意見がなされた。 

(5)調査・審議事項について 

審議のテーマに基づく報告書の最終版が作成され、委員が確認。若干の修正をするが内容

は承認された。 

主な意見 

(2)摘録の確認について 

・前回の摘録について確認された。 

(3)管理運営実施状況について 

・補修工事が予算内で収まっているか委員から質疑があり。予算内の補修で問題なし。 

(4)社会教育振興事業について 

・都市緑化フェアが令和 6 年度に開催されるが、教育委員会も 100 周年記念事業を実施す

る中で今後、事業の協力やコラボの話がある可能性もある。 

(5)調査・審議事項について 

・報告書の最終版を委員間で確認。内容について異議なし。 

                その他 

傍聴者：なし 
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日にち 報告書 日にち 報告書 日にち 報告書 日にち 報告書

1 教育文化会館

2 幸市民館

3 中原市民館

4 高津市民館 6月27日 ○

5 宮前市民館 6月28日 ○

6 多摩市民館 6月28日 ○

7 麻生市民館

8 有馬・野川生涯学習支援施設

9 図書館 7月9日 ○

10 日本民家園 5月26日 ○

11 青少年科学館

12 青少年教育施設

○・・・提出済

令和６年度川崎市社会教育委員会議専門部会 実施状況

専門部会
第１回 第２回 第３回 第４回
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専門部会審議報告書  

 

 

部 会 名 令和６・７年度第１回 社会教育委員会高津市民館専門部会 

開催日時 令和６年６月２７日（木）１３時３０分～１５時 

場  所 高津市民館 第６会議室 

出 席 者 

 

【委員】 

大野巳津子、角田仁、松﨑キヨエ、志水里恵、仙北谷力、下尾直子、川口尚志、 

【事務局】 

坂尾康章（高津市民館長）、岡部慶子（分館長）、下間藤克（管理担当係長）、 

水野達人（社会教育振興係長）、細谷妙子（記録） 

議事項目 (1) 高津市民館専門部会について 

(2) 高津市民館・橘分館の施設について 

(3) 令和６年度高津市民館・橘分館事業計画について 

(4) 指定管理者制度について 

決定・確認事項 

(1) 今年度から、会議で出た意見のまとめは行うが報告書は作成しない。 

(2) 高津市民館：受付前ベンチ椅子、ベンダー式コピー機、大会議室内コイン返却式ロッカー 

設置報告 

橘分館：トイレ及び空調全館工事実施予定報告 

(3)令和６年度高津市民館・橘分館事業計画説明 

(4)令和７年度から導入される指定管理者制度に関する説明 

主な意見 

(1) 特に意見は出ず。会議で了承され決定 

(2) 特に意見は出ず。委員確認 

(3) 特に意見は出ず。委員確認 

(4) ・指定管理者と市職員の各々の役割と責任の所在がわかった。 

・指定管理者制度のイメージが何となくつかめた。 

・指定管理者制度導入を機会に、市民館利用に関するルールをあらためて利用する側であ

る市民が理解することが必要だと感じている。どこまでをルール化するかは、指定管理

者制度が導入されてから、市民の意見を聞く場を設け、この専門部会でも市民からの意

見を吸い上げながら話し合ってすり合わせをしていくのがよいと思う。 

・市民の意見や要望を聞く場はどこかについて、今まで以上に明確にしてほしい。 

その他 

傍聴者：３人 
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専門部会審議報告書  

 

部 会 名 令和６年度第１回 川崎市社会教育委員会議 宮前市民館専門部会 

開催日時 令和６年６月２８日（金）１４：００～１６：００ 

場  所 宮前市民館 ４階第４会議室 

出 席 者 

 

<委 員> 川西和子（部会長）、山本太三雄（副部会長）、白武初江、髙久實、 

楢崎光雄、宮下大志 

<事務局> 大木館長、德原係長、加古主任（宮前市民館） 

     田添分館長（菅生分館） 

議事項目 １ 委嘱状伝達 

２ 委員・職員紹介 

３ 資料確認等 

４ 川崎市社会教育委員会議「宮前市民館専門部会」について 

５ 正副部会長の互選について 

６（１）報告事項 

   ア 令和６年度予算及び事業概要について 

・宮前市民館・菅生分館の管理運営予算について 

    ・宮前市民館・菅生分館の社会教育振興事業予算及び実施計画について 

（２）協議事項 

  ア 今後の取組について 

（３）その他 

決定・確認事項 

５ 正副部会長の互選について 

・互選により、部会長 川西和子委員、副部会長 山本太三雄委員に決定した。 

６（１）報告事項 

ア 令和６年度予算及び事業概要について 

・宮前市民館・菅生分館の管理運営予算について、資料に基づき事務局から説明を行っ

た。 

・宮前市民館・菅生分館の社会教育振興事業予算及び実施計画について、資料に基づき

事務局から説明を行った。 

（２）協議事項（今後の取組について） 

 ・次回会議においてテーマを決定する。 

（３）その他 

  次回、第２回宮前市民館専門部会は、９月２４日（火）１４時から開催する。 

主な意見 

６（１）報告事項 

〇宮前市民館・菅生分館の社会教育振興事業予算及び実施計画について 

・菅生分館だよりの４月号で「仲間で部屋を利用しませんか？ こんな利用ができま

す。」と部屋を紹介しているが、この紙面のアイデアは大変いいと思う。 
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・菅生分館の青少年教室事業などは、ＰＴＡ経由でも広報できるのではないか。 

・「スマホ相談会」は毎回人気の講座だが、市民館・分館に来るのはハードルが高い。市

民館で育成された人材が地域に戻ってスキルが活用できる場所があると、ボランティ

アも達成感が持てるのではないか。育成で終わらず、地域で活かせる循環を作りたい。 

・スマホボランティアは町内会にも呼ばれて活動しているとのことだが、出張してもら

えることを市民が知らないので、広報する仕組みも考えなければと思う。 

 （２）協議事項 

    これまでの取組や今後の取組について、意見交換を行い、次回会議でテーマを決定す

ることとした。 

・広報活動は継続が必要であり、力を入れていくといいのではないか。 

・宮前市民館はアクセスが悪いため、向丘出張所やいこいの家、町内会等で講座を開く

など、外へ出ていくことも大切なのではないか。 

・気軽で緩い感じの「場」があるといい。市民館に来られなくても「居場所」があり、

そこに市民館で育てられた人材が出張していくという循環があるといいし、そのため

の広報活動も必要である。 

・今後の専門部会で、市民館で育ったボランティアが地域に出ていったり、市民館に人

を呼んで賑わいを作ったりするなどいろいろなアプローチを検討してはどうか。 

その他 

傍聴者：なし 
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専門部会審議報告書  

 

部 会 名 令和６年度第１回 多摩市民館専門部会 

開催日時 令和６年６月２８日（金）午後２時～４時 

場  所 多摩区役所１１０１会議室 

出 席 者 

 

伊藤千津子委員、川鍋賢昭委員、安陪修司委員、三品勉委員、高梨宏子委員、   

澤典子委員、柏原美由紀多摩市民館長、篠原和則多摩市民館課長補佐、星野弘明

多摩市民館担当係長 

議事項目 (1) 部会長・副部会長選出 

(2) 多摩市民館における各種事業について 

(3) 今期の専門部会について 

決定・確認事項 

(1) 部会長・副部会長選出 

部会長に高梨宏子委員を選出した。副部会長は次回の専門部会で決定する。 

(2)多摩市民館における各種事業について 

  施設の管理運営に係る現況、令和６年度社会教育振興事業の実施計画を事務局から説明 

(3)今期の専門部会について 

  今期の専門部会において重きを置いて審議する内容を検討するための意見交換を行った。 

主な意見 

(1) 専門部会では、市民館を全体的に俯瞰してみて、どういう方向性が良いか、運営をどうして

いくのが良いかといったことを、課題を見出しながら調査検討していければよい。 

(2) 多摩市民館を長年利用しており、色々なことがあったがとても良い施設だと思うので、指

定管理の導入後も良いところは維持できるようにしてほしい。 

(3) インターネットで瞬時に情報を得られるようになったが、対面で互いに確認しあうなど人

と人とのつながりがもっと密にあるべきで、それができる場所が市民館だと思う。 

(4) 市民館では、福祉から趣味の学習までありとあらゆるところに目を向けて講座が開催され

ているが、一般の市民に行き届いていない。広報の手法に課題があるのではないか。 

(5) 自分が住んでいる場所は、小田急線の反対側で山もあるので多摩市民館が遠く感じる。 

(6) 色々な事業があるが、誰を対象にしているか、いつやるかなど体系化して示せば分かりや

すく伝わるのではないか。 

(7) 指定管理が導入されて何が変わっていくのか、自分たちの活動にどのような影響があるの

か、まだ見えないところがあるので声を上げていくことが大事であるし、それを伝える場

がどう保証されるのか、ということにも関心を持った。 

(8) 地域には、何かをやりたいという積極的な層の方や消極的に参加する層の方、無関心な層

の方など様々な層の方がいるが、今後専門部会ではどこに焦点を当てていくかも考えてい

かなければならない。 

その他 

傍聴者：３名 
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専門部会審議報告書  

 

 

部 会 名 令和６年度第 第１回 図書館専門部会 

開催日時 令和６年７月９日（火）１０：００～１２：００ 

場  所 中原図書館多目的室 

出 席 者 

 

委員：治田委員、元木委員、板橋委員、今野委員、渡部委員、金井委員、 

渡邊委員、但野委員（８名出席） 

※８名の委員の出席により川崎市社会教育委員会議規則第６条第６項、過半数以

上の出席により定数を満たし本会議は成立した。 

 

図書館：古俣・川崎図書館長、土屋・幸図書館長、小島・中原図書館長、 

澁谷・高津図書館長、舟田・宮前図書館長、丸山・多摩図書館長、 

小嶋・麻生図書館長 

事務局：中原図書館 能塚・庶務係長、浅野課長補佐・利用サービス係長、 

笛木課長補佐・資料調査係長、浅尾・図書館ネットワークシステム担当係長 

伊藤主任 

議事項目 １ 委嘱状伝達 

２ 教育委員会事務局（市立図書館）あいさつ 

３ 委員自己紹介並びに職員紹介 

４ 川崎市社会教育委員会議図書館専門部会の職務 

５ 川崎市社会教育委員会議図書館専門部会部会長、副部会長の選出 

６ 協議・報告事項 

(1) 川崎市立図書館の現状について 

(2) 図書館総合システムの更新（令和５年１０月）、かわさき電子図書館（令和５

年３月２１日 導入）、図書館だより等について 

(3) 令和４・５年度川崎市社会教育委員会議図書館専門部会研究活動報告他 

（参考資料）について 

(4) 今期の図書館専門部会の進め方について 

(5) 今後の図書館専門部会の開催日程について 

決定・確認事項 

・部会長に今野委員、副部会長に金井委員を選出 

・次回第２回にて、今後の協議題の検討を行う。事前にアンケートを実施する 

・第２回は９月下旬頃に開催予定 

主な意見 

(1) 年代別の利用者数等の統計数値を活用し、どういった層に向けて利用促進の活動を行うの

か、考えていくべき 

(2) 年度ごとの利用統計の流れをふまえ、増減理由などを考えていくことで、図書館活動につ

いて、広報などしていけるのではないか。 

(3) 今後も指定管理者制度導入の進捗等については本専門部会にも説明、報告してほしい。 

 

その他 

傍聴者：５名 
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専門部会審議報告書 

 

 

 

部 会 名 令和６年度 第１回社会教育委員会議日本民家園専門部会 

開催日時 令和６年５月２６日（日）  

場  所 かわさき宙と緑の科学館 ２階学習室３ 

出 席 者 

 

委 員  高橋部会長、大野委員、菅野委員、野尻委員、長谷川委員、柴田委

員、大泉委員、原田委員、今委員 

事務局  阿波園長、藤川担当係長、葉山担当係長、北澤職員 

議事項目 (1)博物館の事業評価について 

(2)令和６年度事業評価シートについて 

決定・確認事項 

・令和６年度の事業計画について、「令和６年度川崎市日本民家園事業計画・評価シート」を基に

各事業内容について概要やスケジュールを確認しながら意見を交換した。 

主な意見 

・数値目標について、外国人入園者数の数値目標について、令和 5 年度実績に合わせて増やし

た方がよい。 

・夏休み期間に１週間の臨時休園日を設けているが、クレームのないようしっかり周知してほ

しい。 

・昨年度、人員不足で一部の業務ができなかったとの報告もあったので、職員体制について、

どの業務を何人で担当しているか分かるように組織図があるとよい。 

・職員体制も変わったので、危機管理体制の引継ぎはしっかりやってもらいたい。 

・部会への学芸業務担当者の出席も検討してほしい。 

・文化財未指定の建築物の修理工事については、長期的な視点で構わないので、来園者に体験

してもらうことや、体験学習に含めることを検討してはどうか。 

・収蔵庫の燻蒸について、やり方や周知の範囲などよく検討してほしい。 

・実測実施棟について、現在園奥の棟に限定されているが、学生の学習のために是非他の棟も

対象にしてほしい。 

・関係する市民団体に支えられている部分も大きいので、今年度は協力者会議を是非開催してほ

しい。 

・古民家カフェは人気のあるイベントなので、もっと期間があってもいいと思う。また、外国の方向

けに下野箱の使い方の表示があるとよい。 

・夏の暑さ対策は、日陰増設の工事が早急に無理ということであれば、火焚き棟以外の床上公

開、他の施設の情報収集など、工夫して取り組んでほしい。 

 

                その他 

・特になし 
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